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千葉県銚子沖から得られた赤色色素を欠失した
ホウボウ Chelidonichthys spinosus

手良村知功 1・加瀬希世志 2・加藤柊也 1・瀬能　宏 3・和田英敏 3

A single restrictive hypopigmented specimen (251.9 mm stan-
dard length) of Chelidonichthys spinosus (McClelland, 1843), 
mainly with a grayish-blue upper half of the body and without 
erythrophores, was collected from off Choshi (east of the Boso 
Peninsula), Chiba Prefecture, Japan. The present specimen is 
herein described in detail as the first example of erythrophore 
deficiency for the species. In addition, the causes and ecological 
effects of erythrophore deficiency in this individual are dis-
cussed.
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 Abstract

ホウボウ科ホウボウ属 Chelidonichthys Kaup, 1873は全

世界から 10有効種が知られる底生性魚類であり，日本か

らは東アジア大陸棚域に広く分布するホウボウ C. spinosus 

(McClelland, 1843)と相模湾からのみ記録されているツマ

リホウボウ C. ischyrus Jordan and Thompson, 1914の 2種が

知られている（山田・柳下，2013; Fricke et al., 2021；本村，

2021）．

2019年 4月に銚子魚市場に水揚げされた底曳網漁の漁

獲物から，1個体のホウボウ属魚類（標準体長 251.9 mm）

が採集された．本標本は，胸鰭の後端が第 2背鰭中央下に

達しない，体長が頭長の 3倍以上，胸鰭の内側下半部の鰭

膜に複数の鮮青色斑が不規則に散在する，明瞭な黒色斑

をもたないなどの形態的特徴からホウボウに同定された

（Ochiai and Okada, 1966；山田・柳下，2013）．しかし，こ

の標本の生鮮時の体色は赤色を欠き，体背面が一様に暗

い灰みの青，胸鰭が複数の鮮青色斑をのぞき特徴的な縁取

りや斑をもたず，一様に暗い灰みの青となるなど，先行研

究が示すホウボウの色彩とは明瞭に異なる（山田・柳下，

2013；池田・中坊，2015; Yato, 2020；尼岡ほか，2020；小

枝，2020）．

ホウボウにおいて，赤色の色彩を欠損する色彩変異が

報告された例は過去に存在しないため，本研究では本標本

の形態及び色彩的特徴を記載し，この色彩変異の原因とそ

の生態学的影響について考察した．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Yato and Heemstra (2019)にし

たがった．標準体長（standard length）は体長または SLと

表記した．記載標本は 10%中性ホルマリン水溶液で固定

した後，70%エタノール水溶液に置換し，保存した．色

彩は固定前に撮影したデジタル写真に基づいて記載した．

報告に用いた標本・写真は，いずれも神奈川県立生命の

星・地球博物館の魚類標本資料（KPM-NI）および写真資

料（KPM-NR）として保管されている．なお，同館の資料

番号は，電子台帳上では桁を埋めるための 0を付加した 7

桁の数字が用いられているが，本稿では有効数字で表記し

た．色の名称は主に財団法人日本色彩研究所（1981）の系

統色名にしたがった．

Chelidonichthys spinosus (McClelland, 1843)

ホウボウ
（Figs. 1–3）

標本　KPM-NI 59814，体長 251.9 mm，千葉県銚子市地

先，房総半島東岸沖（詳細な採集地不明），底曳網，市場

の選別台にて拾得，2019年 4月 15日，加瀬希世志採集．

記載　背鰭鰭条 IX-16；臀鰭軟条 15；胸鰭軟条 14；腹
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鰭鰭条 I，5；側線有孔鱗数 66．体各部測定値の体長に対

する割合（%）を以下に示す（背鰭第 3–6, 8棘は破損し

ているため計測せず）．体高 20.6；体幅 18.0；頭長 30.4；

眼径 7.3；両眼間隔 5.0；吻長 13.9；上顎長 13.1；尾柄長

15.9；尾柄高 5.3；尾鰭長 24.7；背鰭前長 31.9；背鰭第 1

棘長 17.5；背鰭第 2棘長 18.2；背鰭第 7棘長 9.3；背鰭第

9棘長 2.9；背鰭第 1軟条長 8.9；背鰭最長軟条長（第 2軟条）

11.8；臀鰭前長 50.6；臀鰭第 1軟条長 4.6；胸鰭長 40.7；

胸鰭第 1遊離軟条長 21.9；胸鰭第 2軟条長 17.0；胸鰭第 3

軟条長 13.1；腹鰭前長 25.5；腹鰭軟条長 15.4；腹鰭最長軟

条長 32.5．

体は細長く，体側の断面は丸みを帯びた三角形．頭部

はやや大きく，頭部断面は丸みを帯びた台形で，背面は窪

まない．吻はやや長く，その背縁は緩く丸みを帯びる．吻

突起は 3本で小さい．口は下位．眼はやや小さい．頬部に

は顕著な隆起線がある．前鰓蓋骨棘は 2本で矮小．主鰓蓋

骨棘は 1本で太く短い．後側頭棘と上膊棘はどちらも大き

く，特に上膊棘はよく肥大する．胸鰭は大きく，胸鰭後端

は背鰭第 8軟条起部に達する．胸鰭第 12–14軟条は他の軟

条から遊離する．第 1背鰭と第 2背鰭はよく離れ，それぞ

れの基底に沿って 24個の小棘のある骨質板が存在する．

第 1背鰭は第 3棘が破損しているが，それ以外の中では第

2棘が最も長い．第2背鰭基底は長く，臀鰭基底とほぼ同位．

腹鰭起部は背鰭起部より前方に位置し，たたんだ腹鰭の後

端は臀鰭第 9軟条を超える．臀鰭起部は背鰭第 2軟条起部

直下から始まり，後端は第 2背鰭基底後端部とほぼ同位置．

尾鰭は湾入型．側線は鰓蓋上端から始まり，体背方を通っ

て基底まで続く．躯幹部と尾部は被鱗する．ただし，頭部

から胸鰭腋部までの体側面，および下顎から腰骨末端まで

の体腹面は被鱗しない．体側鱗は非常に小さな円鱗．側線

鱗は体側鱗と比べて大きく，前後方向に長い楕円形．

色彩　生鮮時の色彩（Figs. 1, 2）—頭部および体背面

は全体的に暗い灰みの青で，腹面は白色．吻端側面は灰

みのブラウンを呈する．頭頂部，涙骨周辺，前鰓蓋骨後縁，

後鰓蓋骨および上膊棘周辺はあさい黄緑色を呈する（Fig. 

3も参照）．背鰭の地色は灰みのブラウンで，鰭膜の一部

が鰭条に沿ってうすい黄色を呈する．臀鰭は白色．胸鰭基

底は白色で，若干の黄色域をもつ．胸鰭外面および胸鰭遊

離軟条の地色は白色で，基部から中央部にかけて部分的に

灰みのブラウンを呈する．胸鰭内面の鰭膜は一様に暗い灰

みの青で，下半部に複数の鮮青色斑が不規則に散在するこ

とを除き特徴的な縁取りや斑をもたない（採集直後は胸鰭

基底の白色部の前端部や鰭条に沿った部分があさい黄色を

呈し，胸鰭外面の白色部は黄色味を帯び，遊離軟条の先端

は濃いピンクを呈する；Fig. 3）．尾鰭の地色は白色で，上

部 3分の 2を灰みの褐色のしみ状斑が占め，下半部の鰭条

Fig. 1. Fresh specimen of Chelidonichthys spinosus from off Choshi, Chiba Prefecture, Japan (KPM-NI 59814, 251.9 mm SL).

Fig. 2. Inner side of the right pectoral fin of Chelidonichthys spi-
nosus (KPM-NI 59814) when fresh.
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はうすい黄色を呈する．腹鰭は一様に白色（採集直後は鰭

膜の一部がうすい黄色もしくはあさい黄みのオレンジを呈

する）．

備考　千葉県銚子沖から得られたホウボウ科魚類の
1標本は，胸鰭に 3条の遊離軟条をもつ，第 1・2背鰭

基底が小棘のある骨質板に囲まれる，髭をもたない，躯

幹部と尾部が小さな円鱗に被われる，眼後方の頭部背

面が窪まないことなどの特徴が Richards (1999)の示した

Chelidonichthysの標徴と一致した．さらに本標本は，背鰭

軟条数が 16，頭長が体長の 30.4%，頬部に顕著な隆起線を

持つ，胸鰭後端が背鰭第 8軟条起部に達する，および胸鰭

内面の下半部に明瞭な 1黒色斑をもたず，複数の鮮青色斑

が不規則に散在するなどの形態的特徴が Ochiai and Okada 

(1966)や山田・柳下（2013）の示したホウボウ C. spinosus

とよく一致した．ホウボウはオーストラリアの東南部と

ニュージーランドに生息する C. kumu (Cuvier, 1829)と外見

的特徴がよく似ており計数・計測形質における識別は困

難であるものの，ホウボウは胸鰭内面の下半部に明瞭な

1黒色斑をもたず，複数の鮮青色斑が不規則に散在する一

方で，C. kumuは下半部に大きく明瞭な 1黒色斑をもち，

鮮青色斑が概ねこの黒色斑を囲むように位置することで

識別される（Ochiai and Okada, 1966；Struthers and Gomon, 

2015）．

通常，体長 200 mm以上のホウボウの生鮮個体は，体背

面が赤色を地色とした色彩で，胸鰭内面は明るい鶯色の地

色に青色の縁取りをもつという色彩を示す（落合・矢頭，

1984；Yato, 2020；尼岡ほか，2020；小枝，2020）．一方で，

本研究の標本は赤色色素に依存した色彩をもたず，体背面

が一様に暗い灰みの青，胸鰭内面の地色が暗い灰みの青で

縁取りをもたないなど，通常の個体とは逸脱した色彩を有

していた（Figs. 1–3）．日本近海からはこれまでに赤みが

乏しく，全体的に黒みが強い体色を有する個体も観察され

ているが（KPM-NR 154393），本標本は赤色部が全く存在

しない点で上述の個体における色彩とは大きく異なってい

る．

ホウボウの年齢と成長の関係を算出した中島（1966）

に従うと，体長 251.9 mmであった本標本の個体は自然環

境下で 2年以上生存したものであることが推測される．ま

た，古川・池田（1953）により体長 230 mmのホウボウ個

体の卵巣が放卵後のものとして報告されていることから，

本標本の個体は成魚，あるいはそれに近いサイズまで成長

したものであることが推察できる．そのため，これらを踏

まえると本標本の色彩は個体の生存に大きな影響を及ぼさ

なかった可能性が考えられる．例えば，通常のホウボウが

呈する赤色は，水中では黒く見えることから，保護色の役

割を果たすとされているとされているが（大場，2016），

本標本はそれを欠いても地色に黒色が強く発現していたた

め，結果的に保護色の役割を果たしていた可能性が考えら

れる．また，ホウボウは胸鰭を用いた威嚇行動をすること

が知られているが（Amorim et al., 2004），本標本の胸鰭が

通常の個体に見られる鮮やかな緑色を欠いていたことか

ら，この威嚇行動の効果は緑色に依存しない可能性も考え

Fig. 3. Photograph of Chelidonichthys spinosus (KPM-NI 59814) taken immediately after capture.
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られる．ただし，本標本だけではこのような色彩の生態的

な意義について言及することは難しいため，今後の動物行

動学的な研究による実証も期待される．

魚類の表皮における赤色はカロテノイドやブテリジン

といった色素によって発現しており，これらを含む細胞は

黄色素胞および赤色素胞（または黄色細胞および赤色細

胞）と呼称される（大島，2003；市川ほか，2003）．ただ

し，両細胞は発現している色の赤みの程度で分類されてい

るため，厳密な区別はされていない（大島，2003；市川ほ

か，2003）．本標本が採捕された直後の生鮮写真において

は，頭部と体背部が淡く黄色を呈していることや（Fig. 3），

各鰭の一部が淡い黄色を呈していることから（Figs. 1, 2），

色素胞が欠失している可能性は低く，赤色を呈する色素が

欠失している可能性が高い．なお，赤色を呈する色素のう

ち，カロテノイドは魚の体内では合成できないため，餌を

介して蓄積されるが（大島，2016），ブテリジンは体内で

合成できるとされているため（大島，2016），本標本の個

体における色素欠損の要因が先天的なものか，後天的なも

のかは判断し難い．ただし，本種の幼魚も赤色および黄

色を強く発現しないことが知られており（たとえば KPM-

NR 689, 12644–12646, 15949），本標本の個体は成長の過程

におけるなんらかの生理的な要因によって赤色色素が欠

失した可能性も考えられる．なお，遺伝学的なアプロー

チを用いることで，種内の色彩変異個体からカロテノイ

ドの発現機構を解明する研究も進められており（Ahi et al., 

2020），今後本標本のような特定の色素が欠失した標本の

知見を集めることで魚類の色彩発現のメカニズム解明への

貢献が期待される．
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